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審 査 結 果 の 要 旨 
本研究は、ビスホスホネート（BP）の骨形成に対する作用を明らかにするため、ラット
脛骨への力学的負荷によって生じる骨形成反応に及ぼすミノドロネート（MIN）の影響を骨
形態計測学的に検討したものである。その結果、MINは高濃度以上の投与では骨形成反応を
抑制したが、低濃度と中濃度の投与では骨形成のいずれのパラメーターにも抑制を認めな
かった。中濃度はラット卵巣摘出骨粗鬆症モデルの治療至適濃度と同等で、MINは骨粗鬆症
治療至適濃度では力学的負荷に対する骨形成反応を抑制しないことが明らかにされた。本
論文の内容は、骨粗鬆症治療薬として広く用いられているBPの骨形成抑制作用について多
くの示唆を与え、骨代謝学の進歩に寄与するものであり、明らかに学術の水準を高めたも
のと認められる。 
